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37.香川県

本書の見方

・「偏差値」について

　（Ａ圏域のＢの値）－（Ｂの全国平均値）
（Ｂの標準偏差）

偏差値 65以上 55～65 45～55 35～45 35未満

セルの色

・出所情報

図表1

図表2

図表5、6

図表7

図表7

図表7

図表8

図表9

図表10

図表11

図表13

図表14

図表15

図表16

要介護者数、要介護3以上人数

令和元年度介護保険事業状況報告（年報）
※「複数の老人保健福祉圏域にまたがる保険者（東三河広域連合、
福岡県介護保険広域連合、沖縄県介護保険広域連合）の要介護者に
ついては、構成市区町村の後期高齢者人口で按分したものを集計し
ている

各圏域の人口当たり医療資源量の相対的な位置づけを知るために、偏差値を用いている。偏差値の計算方法は以下の
通り。図表では偏差値の高低をセルの色分けで表示。

※全国平均とＡ圏域のＢという指標の値が一致すると偏差値が50になるよう、あえて339老人保健福祉圏域の平均でな
く、全国平均値を用いて計算している。正確に計算した偏差値とはやや異なるが、指標が全国平均値と一致すると偏
差値は50となり、その地域の指標が全国平均より高いか低いかを判断しやすい。

人口、65歳以上人口、75歳以上人口
(2020年)、高齢者世帯

令和2年国勢調査　人口等基本集計 令和2年10月

人口の推移
令和2年国勢調査 人口等基本集計 令和2年10月及び日本の地域別将
来推計人口 国立社会保障・人口問題研究所 平成30年3月

需要の推移
必要なベッド数＝(65～74歳人口)×(65～74歳の高齢者施設利用率)
＋(75～84歳人口)×(75～84歳の高齢者施設利用率)＋(85歳以上人
口)×(85歳以上の高齢者施設利用率)　として算出

総高齢者施設・住宅定員数 介護保険施設定員(病床)数と高齢者住宅定員数の合計

介護保険施設定員(病床)数
老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員
数、介護療養病床数、介護医療院定員数の合計

高齢者住宅定員数
有料老人ホーム、軽費ホーム、グループホーム、サ高住（特定施
設）の合計

老人保健施設（老健）定員数、特別
養護老人ホーム（特養）定員数、介
護療養病床数、介護医療院定員数

令和4年5月　厚生労働省 介護サービス情報公表システムより株式会
社ウェルネスが老人保健福祉圏域別に集計したもの

有料老人ホーム、軽費ホーム、グ
ループホーム

サ高住（特定施設）、サ高住（非特
定施設）

令和4年4月　国土交通省・厚生労働省サービス付き高齢者向け住宅
情報提供システムより株式会社ウェルネスが老人保健福祉圏域別に
集計したもの

介護職員数（介護施設等）、看護師
数(施設)

令和4年5月　厚生労働省 介護サービス情報公表システムより株式会
社ウェルネスが老人保健福祉圏域別に集計したもの

在宅療養支援病院、在宅療養支援診
療所

届出受理医療機関名簿　地方厚生局　令和4年4月

回復期病床数、地域包括ケア病床数 届出受理医療機関名簿　地方厚生局　令和4年4月

訪問介護、訪問看護、通所介護、通
所リハ、訪問入浴、短期入所、居宅
介護支援

令和4年5月　介護サービス情報公表システムに基づいて株式会社
ウェルネスが老人保健福祉圏域別に集計したもの

訪問介護利用者数、介護サービス従
事介護職員数（在宅介護）、介護
サービス従事看護師数（訪問看護）

令和4年5月　介護サービス情報公表システムに基づいて株式会社
ウェルネスが老人保健福祉圏域別に集計したもの

（Ａ圏域のＢという

指標の偏差値）
＝50＋10×
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37.香川県

各都道府県、老人保健福祉圏域における図表６の見方

・2種類の高齢者施設需要（必要定員数）予測方法について

　今回の調査では、各福祉圏域の高齢者施設需要（≒必要定員数）を、（各年齢階級の高齢者人

口）×（各年齢階級の施設への入所する人の全国平均の比率）の総計で求めている。近年、高齢者

の施設入所率が低下傾向にあり、図表１は、2015年から2021年にかけての年齢階級別の施設に入所

している人の比率の全国平均値の推移を示す。75－84歳の高齢者は2015年1000人中34人が入所して

いたが、2021人には27人が入所するようになった。同様に85歳以上は、2015年1000人中178人入所し

ていたのが、2021年には167人に減少している。入所の時期が遅くなり、平均入所期間が短くなって

いることや、施設よりも在宅での生活を望む高齢者が増えたことが原因と思われる。

図表1 年齢階級別の施設に入所している人の比率の推移

・介護施設の需要予測と供給を説明するグラフの見方について

　図表２を用いて、介護施設の需要予測と供給の推移を示すグラフの見方を説明する。報告書に

は、各地域の2014年から2022年にかけての供給（実測値）を示す緑色の実線と以下の2種類の方法で

求めた需要予測曲線が示されている。1つ目は青色の点線で示された需要予測であり、（図表１）に

示す2015 年の年齢階級別の施設に入所している人の比率を固定値（2015 年以降も高齢者は同じ比

率で介護施設に入所する）とした計算に基づいて算定している。 2つ目は、赤色の実線で示された

需要予測であり、（図表１）に示す2015年、2017年、2019年、2021年の公表値に基づく利用率を用

い、2022年のみ2021年の利用率を固定値として推計を行った需要予測の結果を示している。１つ目

の青色の点線による曲線は、地域の高齢者の増加を反映しているが、2つ目の赤色の実線による曲線

のほうが、高齢者のニーズの変化を反映しており、精度の高い需要予測を示していると思われる。

図表2 高齢者施設の供給と2種類の介護需要予測の推移

2015年 2017年 2019年 2021年

65～74歳 0.52% 0.51% 0.50% 0.54%

75～84歳 3.41% 3.21% 3.04% 2.71%

85歳以上 17.75% 17.50% 17.22% 16.71%

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

全国

供給(高齢者施設の総ベッド数)

各年の全国施設利用率を用いた施設需要(必要ベッド数)予測

2015年の全国施設利用率を用いた施設需要(必要ベッド数)予測
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37.香川県

香川県

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

2020年
人口

2020年
65歳以上

人口

2020年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 126,146,099 36,026,632 18,601,808 29% (6%) 22,655,031 29% 30%

香川県 950,244 302,018 155,751 32% 56 184,337 31% 29%

図表2 要介護者の現状

要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,807,506 13% (2%) 2,299,792 48% (3%)

香川県 43,261 14% 56 20,278 47% 47

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　香川県は、人口950,244人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は302,018人、高齢化率(65歳

以上人口割合)は32%と高い。

　要介護数(認定者)は43,261人、要介護認定率は14%と高い。うち要介護3以上は20,278人、要介護者

数に占める割合は47%とやや低い。

90,119,467

71.4%

17,424,824

13.8%

18,601,808

14.7%

全国

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

648,226

68.2%

146,267

15.4%

155,751

16.4%

香川県

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

6,533,895 

28.8%

6,716,806 

29.6%

9,404,330 

41.5%

全国

夫婦世帯 独居世帯 その他

56,782 

30.8%

53,301 

28.9%

74,254 

40.3%

香川県

夫婦世帯 独居世帯 その他
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37.香川県

香川県

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移（2010年から2045年）

10,982 12,637 13,310 14,279 15,221 17,452 17,306 16,377

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測（2010年から2025年）

　図表5に示すように、香川県の65歳以上人口のピークは2025年、65-74歳人口のピークは2020年、

75-84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口

は、2015年が143,189(94,309+48,880)人であるが、ピーク時の2030年には191,045人まで増加すると

推計され、2015年比33%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、香川県の施

設需要のピークは2035年の17,452人であり、2015年の12,637人と比べ、38%増加すると推計された。

　図表6は、香川県の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年

から2022年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要12,286人、供給

12,497人と「供給＞需要(+2%)」である。2022年は需要13,514人、供給13,611人と「供給＞需要

(+1%)」である。

118,817 143,107 146,267 121,889 109,436 109,372 123,841 124,770

95,374
94,309 98,616

122,356 123,482 102,628 93,159 94,010

39,054
48,880 57,135 61,712 67,563

84,292 84,491 78,761
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各年の全国施設利用率を用いた施設需要(必要ベッド数)予測

2015年の全国施設利用率を用いた施設需要(必要ベッド数)予測
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37.香川県

香川県

■ 介護施設の状況

総高齢者施
設・住宅定

員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,565,369 84 (15.4) 1,036,035 56 (14.2) 529,334 28 (10.7)

香川県 13,489 0.9% 87 52 9,531 0.9% 61 54 3,958 0.7% 25 47

老人保健
施設

(老健)
定員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 365,083 20 (6.6) 605,983 33 (10.1) 25,266 1.4 (2.7)

香川県 3,707 1.0% 24 56 5,131 0.8% 33 50 293 1.2% 1.9 52

介護
医療院
定員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 39,703 2.1 (3.6)

香川県 400 1.0% 2.6 51

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

有料老人
ホーム

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 258,955 13.9 (9.2) 24,123 1.3 (2.1) 213,148 11.5 (5.7)

香川県 1,123 0.4% 7.2 43 429 1.8% 2.8 57 1,949 0.9% 12.5 52

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数
サ高住
(特定
施設)

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 33,108 1.8 (2.0) 241,594 13.0 (6.6)

香川県 457 1.4% 2.9 56 2,171 0.9% 13.9 51

介護職員数
（介護施設

等）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,327,531 71 (12.6) 119,762 6.4 (2.1)

香川県 11,659 0.9% 75 53 1,332 1.1% 8.6 60

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、13,489人(75歳以上1,000人当たりの偏差値

52)と全国平均レベルである。そのうち、介護保険施設の定員が9,531床(偏差値54)、高齢者住宅等が

3,958床(偏差値47)である。介護保険施設は全国平均レベルをやや上回るが、高齢者住宅等は全国平

均レベルをやや下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設56、特別養護老人ホーム50、介

護療養型医療施設52、介護医療院51、有料老人ホーム43、軽費ホーム57、グループホーム52、サ高住

(特定施設)56である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値53と全国平均レベルをやや上回り、高齢者施設・住

宅に勤務する看護師が偏差値60と全国平均レベルを上回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、
　　　介護療養病床数、介護医療院定員数

図表11 介護サービス従事介護職員数(介護施設等)、介護サービス従事看護師数(介護施設)
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37.香川県

香川県

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

■ 在宅支援の状況

図表13 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

在宅療養
支援病院

全国
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療

所

全国
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,698 0.1 (0.1) 15,280 0.8 (0.4)

香川県 14 0.8% 0.1 50 131 0.9% 0.8 50

図表14 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

回復期
病床数

全国
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床

数

全国
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 87,589 69.4 (53.9) 99,665 79.0 (71.5)

香川県 643 0.7% 67.7 50 938 0.9% 98.7 53

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値50と全国平均レベルである。在宅療養支援診

療所数は偏差値50と全国平均レベルである。

　人口当たり回復期病床は偏差値50と全国平均レベルである。人口あたり地域包括ケア病床は

偏差値53とやや多い。
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37.香川県

香川県

■ 訪問介護の状況

図表15 居宅サービス事業所数

訪問介護
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 34,697 1.9 (0.7) 14,163 0.8 (0.3) 44,188 2.4 (0.8)
香川県 287 0.8% 1.8 50 106 0.7% 0.7 47 375 0.8% 2.4 50

通所リハ
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 8,065 0.4 (0.2) 1,741 0.1 (0.1) 11,069 0.6 (0.3)
香川県 110 1.4% 0.7 62 13 0.7% 0.1 49 130 1.2% 0.8 59

居宅介護
支援

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 39,154 2.1 (0.5)
香川県 356 0.9% 2.3 54

訪問介護
利用者数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,147,886 61.7 (22.8) 229,090 12.3 (5.1) 68,873 3.7 (1.3)
香川県 8,437 0.7% 54.2 47 1,662 0.7% 10.7 47 487 0.7% 3.1 46

図表17 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値50と全国平均レベル、訪問看

護が偏差値47とやや少なく、通所介護が偏差値50と全国平均レベルである。通所リハが偏差値62と多

く、訪問入浴が偏差値49と全国平均レベル、短期入所が偏差値59と多く、居宅介護支援が偏差値54と

やや多い。訪問介護利用者数は偏差値47とやや少ない。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値47と全国平均レベルをやや下回り、訪問看護に従事する看護

師が偏差値46と全国平均レベルをやや下回る。

図表16 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、
       介護サービス従事看護師数（訪問看護）
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37.香川県

東部

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

老人保健福祉
圏域

2020年
人口

2020年
65歳以上

人口

2020年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 126,146,099 36,026,632 18,601,808 29% (6%) 22,655,031 29% 30%

東部 522,759 158,827 81,259 30% 53 96,558 32% 30%

図表2 要介護者の現状

老人保健福祉
圏域

要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,807,506 13% (2%) 2,299,792 48% (3%)

東部 24,679 16% 63 11,337 46% 44

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　東部は、人口522,759人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は158,827人、高齢化率(65歳以

上人口割合)は30%とやや高い。

　要介護数(認定者)は24,679人、要介護認定率は16%と高い。うち要介護3以上は11,337人、要介護者

数に占める割合は46%と低い。
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37.香川県

東部

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移（2010年から2045年）

5,319 6,240 6,818 7,512 8,158 9,426 9,460 9,098

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測（2010年から2025年）

　図表5に示すように、東部の65歳以上人口のピークは2040年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が71,961(48,304+23,657)人であるが、ピーク時の2030年には102,179人まで増加すると推計さ

れ、2015年比42%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、東部の施設

需要のピークは2040年の9,460人であり、2015年の6,240人と比べ、52%増加すると推計された。

　図表6は、東部の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2022年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要6,046人、供給6,140人

と「供給＞需要(+2%)」である。2022年は需要7,000人、供給6,761人と「供給＜需要(-3%)」である。
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37.香川県

東部

■ 介護施設の状況

老人保健福祉
圏域

総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,565,369 84 (15.4) 1,036,035 56 (14.2) 529,334 28 (10.7)

東部 6,574 48.7% 81 48 4,205 44.1% 52 47 2,369 59.9% 29 51

老人保健福祉
圏域

老人保健
施設

(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 365,083 20 (6.6) 605,983 33 (10.1) 25,266 1.4 (2.7)

東部 1,651 44.5% 20 51 2,247 43.8% 28 45 149 50.9% 1.8 52

老人保健福祉
圏域

介護
医療院
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 39,703 2.1 (3.6)

東部 158 39.5% 1.9 49

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

老人保健福祉
圏域

有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 258,955 13.9 (9.2) 24,123 1.3 (2.1) 213,148 11.5 (5.7)

東部 761 67.8% 9.4 45 199 46.4% 2.4 55 1,176 60.3% 14.5 55

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

老人保健福祉
圏域

サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 33,108 1.8 (2.0) 241,594 13.0 (6.6)

東部 233 51.0% 2.9 56 1,532 70.6% 18.9 59

老人保健福祉
圏域

介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,327,531 71 (12.6) 119,762 6.4 (2.1)

東部 6,309 54.1% 78 55 664 49.8% 8.2 58

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、6,574人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値48)と全国平均レベルである。そのうち、介護保険施設の定員が4,205床(偏差値47)、高齢者住

宅等が2,369床(偏差値51)である。介護保険施設は全国平均レベルをやや下回るが、高齢者住宅等

は全国平均レベルである。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設51、特別養護老人ホーム45、

介護療養型医療施設52、介護医療院49、有料老人ホーム45、軽費ホーム55、グループホーム55、

サ高住(特定施設)56である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値55と全国平均レベルをやや上回り、高齢者施

設・住宅に勤務する看護師が偏差値58と全国平均レベルを上回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、
　　　介護療養病床数、介護医療院定員数

図表11 介護サービス従事介護職員数(介護施設等)、介護サービス従事看護師数(介護施設)
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37.香川県

東部

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

■ 在宅支援の状況

図表13 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

老人保健福祉
圏域

在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療

所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,698 0.1 (0.1) 15,280 0.8 (0.4)

東部 8 57.1% 0.1 51 73 55.7% 0.9 52

図表14 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

老人保健福祉
圏域

回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床

数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 87,589 69.4 (53.9) 99,665 79.0 (71.5)

東部 259 40.3% 49.5 46 517 55.1% 98.9 53

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値51と全国平均レベルである。在宅療養支援診

療所数は偏差値52と全国平均レベルである。

　人口当たり回復期病床は偏差値46とやや少ない。人口あたり地域包括ケア病床は偏差値53と

やや多い。
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37.香川県

東部

■ 訪問介護の状況

図表15 居宅サービス事業所数

老人保健福
祉圏域

訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 34,697 1.9 (0.7) 14,163 0.8 (0.3) 44,188 2.4 (0.8)
東部 189 65.9% 2.3 57 66 62.3% 0.8 52 228 60.8% 2.8 56

老人保健福
祉圏域

通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 8,065 0.4 (0.2) 1,741 0.1 (0.1) 11,069 0.6 (0.3)
東部 58 52.7% 0.7 62 5 38.5% 0.1 46 73 56.2% 0.9 61

老人保健福
祉圏域

居宅介護
支援

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 39,154 2.1 (0.5)
東部 217 61.0% 2.7 61

老人保健福
祉圏域

訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,147,886 61.7 (22.8) 229,090 12.3 (5.1) 68,873 3.7 (1.3)
東部 5,918 70.1% 72.8 55 1,149 69.1% 14.1 54 309 63.4% 3.8 51

図表17 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値57と多く、訪問看護が偏差値

52と全国平均レベル、通所介護が偏差値56と多い。通所リハが偏差値62と多く、訪問入浴が偏差値46

とやや少なく、短期入所が偏差値61と多く、居宅介護支援が偏差値61と多い。訪問介護利用者数は偏

差値55とやや多い。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値54と全国平均レベルをやや上回り、訪問看護に従事する看護

師が偏差値51と全国平均レベルである。

図表16 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、
       介護サービス従事看護師数（訪問看護）
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37.香川県

小豆

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

老人保健福祉
圏域

2020年
人口

2020年
65歳以上

人口

2020年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 126,146,099 36,026,632 18,601,808 29% (6%) 22,655,031 29% 30%

小豆 26,716 11,652 6,319 44% 76 7,199 33% 33%

図表2 要介護者の現状

老人保健福祉
圏域

要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,807,506 13% (2%) 2,299,792 48% (3%)

小豆 1,838 16% 64 914 50% 55

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　小豆は、人口26,716人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は11,652人、高齢化率(65歳以上

人口割合)は44%と非常に高い。

　要介護数(認定者)は1,838人、要介護認定率は16%と高い。うち要介護3以上は914人、要介護者数に

占める割合は50%と高い。
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37.香川県

小豆

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移（2010年から2045年）

535 576 575 544 550 597 576 513

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測（2010年から2025年）

　図表5に示すように、小豆の65歳以上人口のピークは2020年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2010年、85歳以上人口のピークは2035年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が6,215(3,864+2,351)人であるが、ピーク時の2030年には6,862人まで増加すると推計され、

2015年比10%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、小豆の施設

需要のピークは2035年の597人であり、2015年の576人と比べ、4%増加すると推計された。

　図表6は、小豆の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2022年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要567人、供給512人と

「供給＜需要(-10%)」である。2022年は需要555人、供給514人と「供給＜需要(-7%)」である。
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37.香川県

小豆

■ 介護施設の状況

老人保健福祉
圏域

総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,565,369 84 (15.4) 1,036,035 56 (14.2) 529,334 28 (10.7)

小豆 576 4.3% 91 55 540 5.7% 85 71 36 0.9% 6 29

老人保健福祉
圏域

老人保健
施設

(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 365,083 20 (6.6) 605,983 33 (10.1) 25,266 1.4 (2.7)

小豆 140 3.8% 22 54 360 7.0% 57 74 0 0.0% 0 45

老人保健福祉
圏域

介護
医療院
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 39,703 2.1 (3.6)

小豆 40 10.0% 6.3 62

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

老人保健福祉
圏域

有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 258,955 13.9 (9.2) 24,123 1.3 (2.1) 213,148 11.5 (5.7)

小豆 0 0.0% 0 35 0 0.0% 0 44 36 1.8% 5.7 40

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

老人保健福祉
圏域

サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 33,108 1.8 (2.0) 241,594 13.0 (6.6)

小豆 0 0.0% 0 41 0 0.0% 0 30

老人保健福祉
圏域

介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,327,531 71 (12.6) 119,762 6.4 (2.1)

小豆 506 4.3% 80 57 52 3.9% 8.3 59

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、576人(75歳以上1,000人当たりの偏差値

55)と全国平均レベルをやや上回る。そのうち、介護保険施設の定員が540床(偏差値71)、高齢者

住宅等が36床(偏差値29)である。介護保険施設は全国平均レベルを大きく上回るが、高齢者住宅

等は全国平均レベルを大きく下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設54、特別養護老人ホーム74、

介護療養型医療施設なし(偏差値45)、介護医療院62、有料老人ホームなし(偏差値35)、軽費ホー

ムなし(偏差値44)、グループホーム40、サ高住(特定施設)なし(偏差値41)である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値57と全国平均レベルを上回り、高齢者施設・住

宅に勤務する看護師が偏差値59と全国平均レベルを上回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、
　　　介護療養病床数、介護医療院定員数

図表11 介護サービス従事介護職員数(介護施設等)、介護サービス従事看護師数(介護施設)
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37.香川県

小豆

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

■ 在宅支援の状況

図表13 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

老人保健福祉
圏域

在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療

所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,698 0.1 (0.1) 15,280 0.8 (0.4)

小豆 1 7.1% 0.2 59 2 1.5% 0.3 38

図表14 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

老人保健福祉
圏域

回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床

数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 87,589 69.4 (53.9) 99,665 79.0 (71.5)

小豆 0 0.0% 0 37 27 2.9% 101.1 53

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値59と多い。在宅療養支援診療所数は偏差値38

と少ない。

　人口当たり回復期病床はなし(偏差値37)である。人口あたり地域包括ケア病床は偏差値53と

やや多い。
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37.香川県

小豆

■ 訪問介護の状況

図表15 居宅サービス事業所数

老人保健福
祉圏域

訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 34,697 1.9 (0.7) 14,163 0.8 (0.3) 44,188 2.4 (0.8)
小豆 11 3.8% 1.7 48 3 2.8% 0.5 39 13 3.5% 2.1 46

老人保健福
祉圏域

通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 8,065 0.4 (0.2) 1,741 0.1 (0.1) 11,069 0.6 (0.3)
小豆 2 1.8% 0.3 45 1 7.7% 0.2 58 7 5.4% 1.1 68

老人保健福
祉圏域

居宅介護
支援

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 39,154 2.1 (0.5)
小豆 10 2.8% 1.6 39

老人保健福
祉圏域

訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,147,886 61.7 (22.8) 229,090 12.3 (5.1) 68,873 3.7 (1.3)
小豆 298 3.5% 47.2 44 50 3.0% 7.9 41 11 2.2% 1.7 35

図表17 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値48と全国平均レベル、訪問看

護が偏差値39と少なく、通所介護が偏差値46とやや少ない。通所リハが偏差値45とやや少なく、訪問

入浴が偏差値58と多く、短期入所が偏差値68と非常に多く、居宅介護支援が偏差値39と少ない。訪問

介護利用者数は偏差値44と少ない。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値41と全国平均レベルを下回り、訪問看護に従事する看護師が

偏差値35と全国平均レベルを下回る。

図表16 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、
       介護サービス従事看護師数（訪問看護）
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37.香川県

西部

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

老人保健福祉
圏域

2020年
人口

2020年
65歳以上

人口

2020年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 126,146,099 36,026,632 18,601,808 29% (6%) 22,655,031 29% 30%

西部 400,769 131,539 68,173 33% 57 80,580 29% 27%

図表2 要介護者の現状

老人保健福祉
圏域

要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,807,506 13% (2%) 2,299,792 48% (3%)

西部 16,744 13% 46 8,027 48% 50

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　西部は、人口400,769人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は131,539人、高齢化率(65歳以

上人口割合)は33%と高い。

　要介護数(認定者)は16,744人、要介護認定率は13%とやや低い。うち要介護3以上は8,027人、要介

護者数に占める割合は48%と全国平均レベルである。
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71.4%
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37.香川県

西部

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移（2010年から2045年）

5,128 5,821 5,917 6,224 6,513 7,429 7,271 6,766

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測（2010年から2025年）

　図表5に示すように、西部の65歳以上人口のピークは2020年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2035年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が65,013(42,141+22,872)人であるが、ピーク時の2030年には82,004人まで増加すると推計さ

れ、2015年比26%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、西部の施設

需要のピークは2035年の7,429人であり、2015年の5,821人と比べ、28%増加すると推計された。

　図表6は、西部の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2022年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要5,673人、供給5,845人

と「供給＞需要(+3%)」である。2022年は需要5,958人、供給6,336人と「供給＞需要(+6%)」である。
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37.香川県

西部

■ 介護施設の状況

老人保健福祉
圏域

総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,565,369 84 (15.4) 1,036,035 56 (14.2) 529,334 28 (10.7)

西部 6,339 47.0% 93 56 4,786 50.2% 70 60 1,553 39.2% 23 45

老人保健福祉
圏域

老人保健
施設

(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 365,083 20 (6.6) 605,983 33 (10.1) 25,266 1.4 (2.7)

西部 1,916 51.7% 28 63 2,524 49.2% 37 54 144 49.1% 2.1 53

老人保健福祉
圏域

介護
医療院
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 39,703 2.1 (3.6)

西部 202 50.5% 3.0 52

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

老人保健福祉
圏域

有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 258,955 13.9 (9.2) 24,123 1.3 (2.1) 213,148 11.5 (5.7)

西部 362 32.2% 5.3 41 230 53.6% 3.4 60 737 37.8% 10.8 49

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

老人保健福祉
圏域

サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 33,108 1.8 (2.0) 241,594 13.0 (6.6)

西部 224 49.0% 3.3 58 639 29.4% 9.4 45

老人保健福祉
圏域

介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,327,531 71 (12.6) 119,762 6.4 (2.1)

西部 4,845 41.6% 71 50 616 46.2% 9.0 62

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、6,339人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値56)と全国平均レベルを上回る。そのうち、介護保険施設の定員が4,786床(偏差値60)、高齢者

住宅等が1,553床(偏差値45)である。介護保険施設は全国平均レベルを上回るが、高齢者住宅等は

全国平均レベルをやや下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設63、特別養護老人ホーム54、

介護療養型医療施設53、介護医療院52、有料老人ホーム41、軽費ホーム60、グループホーム49、

サ高住(特定施設)58である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値50と全国平均レベル、高齢者施設・住宅に勤務

する看護師が偏差値62と全国平均レベルを上回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、
　　　介護療養病床数、介護医療院定員数

図表11 介護サービス従事介護職員数(介護施設等)、介護サービス従事看護師数(介護施設)
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37.香川県

西部

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

■ 在宅支援の状況

図表13 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

老人保健福祉
圏域

在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療

所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,698 0.1 (0.1) 15,280 0.8 (0.4)

西部 5 35.7% 0.1 48 56 42.7% 0.8 50

図表14 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

老人保健福祉
圏域

回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床

数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 87,589 69.4 (53.9) 99,665 79.0 (71.5)

西部 384 59.7% 95.8 55 394 42.0% 98.3 53

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値48と全国平均レベルである。在宅療養支援診

療所数は偏差値50と全国平均レベルである。

　人口当たり回復期病床は偏差値55とやや多い。人口あたり地域包括ケア病床は偏差値53とや

や多い。
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■ 訪問介護の状況

図表15 居宅サービス事業所数

老人保健福
祉圏域

訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 34,697 1.9 (0.7) 14,163 0.8 (0.3) 44,188 2.4 (0.8)
西部 87 30.3% 1.3 42 37 34.9% 0.5 42 134 35.7% 2.0 45

老人保健福
祉圏域

通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 8,065 0.4 (0.2) 1,741 0.1 (0.1) 11,069 0.6 (0.3)
西部 50 45.5% 0.7 63 7 53.8% 0.1 51 50 38.5% 0.7 55

老人保健福
祉圏域

居宅介護
支援

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 39,154 2.1 (0.5)
西部 129 36.2% 1.9 46

老人保健福
祉圏域

訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,147,886 61.7 (22.8) 229,090 12.3 (5.1) 68,873 3.7 (1.3)
西部 2,221 26.3% 32.6 37 463 27.9% 6.8 39 167 34.3% 2.5 41

図表17 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値42と少なく、訪問看護が偏差

値42と少なく、通所介護が偏差値45とやや少ない。通所リハが偏差値63と多く、訪問入浴が偏差値51

と全国平均レベル、短期入所が偏差値55とやや多く、居宅介護支援が偏差値46とやや少ない。訪問介

護利用者数は偏差値37と少ない。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値39と全国平均レベルを下回り、訪問看護に従事する看護師が

偏差値41と全国平均レベルを下回る。

図表16 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、
       介護サービス従事看護師数（訪問看護）
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